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心の「自由」と 

権利としての「自由」    
 

クたちが使っている「自由」と

いう日本語は、英語の freedom 

と liberty に対応したことばで

す。二つの英単語は、さまざま

な方の解説によると、freedom が受動的、

libertyが能動的な「自由」なのだそうです。

別の言い方では、freedom は「生まれなが

らにある自由」、liberty は「勝ち取った自

由」となるようです。 

「自由」という日本語は、定義が難しい

ことばの一つです。仏教用語に由来すると

され、「自在」な心を表すと言われています。

「自（みずから）」に「由（よる）」という

言語構造は、「他」に惑わされない「自」を

持って、現世と向き合う心を表しているの

かもしれません。 

 

●戦後的な二つの「自由」 

代日本語が表す「自由」は、

いわゆる戦後民主主義を代表

する理念になりました。それ

は、国連が定める「すべての

人間は、生れながらにして自由」とする『世

界人権宣言』に呼応しながら、日本国憲法

が定めた国民の権利を表すことばです。 

また、冷戦時代の「自由主義陣営」に象

徴される「共産主義陣営」への対抗理念に

も使われました。この「自

由」は、政治的に一党独

裁の強権統治傾向が強か

った共産主義陣営に対し

て、民主主義と資本主義

と共に、大きな柱の一つになりました。 

前者の「自由」と後者の「自由」には、

微妙なちがいがあります。前者は、人とし

ての生存権（right to live）と連動した「自

由」で、何人も第三者から抑圧や搾取、身

分差別、拷問などの「不自由」を強要され

ないとする原則です。それらの「不自由」

には、①身体的な拘束、②精神的な苦痛、

③社会的な差別、④経済的な搾取―が挙げ

られます。人は、それらの「不自由」から

「生まれながらにして自由」とされます。 

一方、後者の「自由」には、経済理論と

しての「自由主義」が含まれます。その「自

由」には、①自己利益を追求する「自由」、

②人と競争する「自由」、③富を築く「自由」

などがあります。人に備わった「欲望」の

野放しを、基本的には認める「自由」です。

権力に縛られず、やりたい放題やれるのが

良い、です。 

 

●liberty の系譜をめぐって 

語の freedom と liberty は、語源

的に freedom がゲルマン系、

liberty がラテン系に由来すると

考えられています。ボクが持っ

ている辞書では、ドイツ語辞書で frei（英

語の free）に関する記述が豊富なのに対し、
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スペイン語辞書とフランス語辞書では

libre（英語の liberal）の記述が豊富です。

共に第一訳語は「自由な」ですが、スペイ

ン語辞書には freeに該当する用語がないな

ど、位置づけは対照的です。英語は、その

二つの「自由」を取り入れました。使用頻

度は、free の割合が高いと考えられます。 

liberty に繋がるラテン系の libre は、ラ

テン語の liber（līber）から派生したとされ

ています。その語群には、「自由」を意味す

ることばのほかに、スペイン語の libro

（本・library）が含まれます。ローマ人が

手紙を書く素材にしたという樹皮（なめし

皮）に由来するとされています。厳密には、

「文字が書かれた樹皮の手紙」でしょうか。 

その liber（līber）は、フランス語では

liberté になり、フランス革命後は市民層が

王権から勝ち取った「自由」になりました。

英語圏では、独立したアメリカが本国から

勝ち取った「自由」になったと考えられま

す。冒頭の英語上の受動性と能動性は、そ

ういう歴史を踏まえて解釈するに越したこ

とはない、とボクたちは考えています。 

 

●問われる「自由」への見識 

本語の「自由」は、「とらわれ

ることのない心」のような精

神活動のニュアンスが強く、

感覚的に捉えられがちです。

同じ現実に対して、人は、気持ち一つで「自

由」にも「不自由」にもなるというニュア

ンスです。ところが、liberty が意味する「自

由」は、権利としての「自由」です。キリ

スト教的解釈をすれば、神が人に平等に与

えた権利と言えるかもしれません。 

権利としての「自由」は、日本国憲法に

明文化された「自由」と言えます。同憲法

の対英語訳では、freedom と liberty の使用

頻度は、freedom または free が 10 回、

liberty は１回です。liberty が使われている

のは、前文のみです。その文言は以下のと

おりです。 

 

日本国民は、正当に選挙された国会に

おける代表者を通じて行動し、われら

とわれらの子孫のために、諸国民との

協和による成果と、わが国全土にわた

つて自由
．．

のもたらす恵沢を確保し、政

府の行為によつて再び戦争の惨禍が起

こることのないやうに行為することを

決意し、ここに主権が国民に損するこ

とを宣言し、この憲法を確定する。 

（※傍点は筆者） 

 

ボクたちにとって「自由」は、とても重

要な概念です。それは、権利としての「自

由」という意味で重要なのと同時に、心の

「自由」という意味でも重要です。 

日本国憲法に明文化された「自由」は、

基本的には、近代ヨーロッパ世界に端を発

した人権思想に基づく「自由」です。ボク

たちは、その「自由」の源流が、例えキリ

スト教とヨーロッパ近代思想にあったとし

ても、「自由」を行使する責任、モラル、マ

ナーが問われるという意味からも、重要と

考えています。日本が、現状の先にある市

民社会を築いて行くためには、その深化が

問われていると考えます。 

一方、仏教的諦念としての「自由」は、

近代ヨーロッパ思想とは異なる心の領域を

表しています。「生まれながらの自由」を行

使して、人を傷つけ、あるいは貶め、殺生

を繰り返して良い「自由」など、少なくと

も人の世界では許されません。気持ち一つ

で世界がちがって見える心の「自由」は、

権利思想の外側にある心のあり方に、善な

る光を注ぐ可能性を持っているのです。 
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